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専用伸縮素材使用デール術
後腹帯
デール術後腹帯は、動き易くして、筋肉の回復を促す一方腹筋をサポートをします。

術後腹帯はデール社の専用伸縮素材を使用し、どの位置でも面ファスナーで
固定することができるのでよりぴったりと快適にフィットします。 均等な圧迫
により、楽に咳や深呼吸ができます。 肺拡張不全、肺炎、静肺炎など体を動か
さない事による合併症を抑えながら、患者はより快適に歩くことができます。

使用用途
デール社の術後腹帯は、以下の術後に快適なサポートを提供します。

• 帝王切開 • 子宮摘出術

• 脂肪吸引術 • 胃成形術

• 腹腔整形術 • 出産

• 人工肛門・膀胱／腹壁開口

主な特長
• 天然ゴムラテックスフリー。 ラテックスに敏感な患者や介護人にも安心。

• 革新的な結合部分の縫い目。 隙間の無い縫い目のため、より快適な装着感

• 均等な圧迫感。 デール社の専用伸縮素材は、上がったり、端が丸まったり、締
め付けることなく均等に圧迫。

• 長持ち。 この素材は、何回も取り付け、取り外し可能。 毛が立つことで、保
持力が向上。

• 面ファスナーで固定。 術後腹帯は、ガーゼ交換や外傷部の視診時、素早く簡単
に取り付け、取り外し可能。 術後腹帯の周囲のどこで留めてもきっちりフィット。

• Easy-Gripストリップ。 術後腹帯の外側にドレナージのバルブ4つまで固定
することが可能。

• 布地に穴を開ける。オストミー手術による開口、ドレナージ、栄養チューブ用
に開口部穴を設ける。

注文情報
デール術後腹帯は、病院／医療用品ディーラーよりお求めください。一箱１個入り。

女性の場合ヒップ、男性の場合ウエストのサイズに合わせて選択してください。

525 パネル2枚  
幅6”(15cm) フィットするよう伸ばした場合 28-50” 
72-127 cm

410 パネル3枚 
幅9”(23cm) フィットするよう伸ばした場合30-45” 
76-114 cm

411 パネル3枚 
幅9”(23cm) フィットするよう伸ばした場合46-62” 
117-157 cm

418 パネル3枚 
幅9”(23cm) フィットするよう伸ばした場合60-75” 
152-191 cm

810 パネル4枚 
幅12”(30cm) フィットするよう伸ばした場合30-45” 
76-114 cm

811 パネル4枚 
幅12”(30cm) フィットするよう伸ばした場合46-62” 
117-157 cm

818 パネル4枚 
幅12”(30cm) フィットするよう伸ばした場合60-75” 
152-191 cm

820 パネル4枚 
幅12”(30cm) フィットするよう伸ばした場合72-94” 
183-239 cm

920 パネル5枚 
幅 15”(38cm) フィットするよう伸ばした場合72-94” 
183-239 cm

一人の患者のみに使用。

Easygrip™ストリップ付き
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デール術後腹帯装着方法
デール術後腹帯には様々なサイズがあります。 腹帯を2つ組み合わせることで
大柄な患者にも使用できます。

ドレナージ、栄養チューブ、人工肛門・膀胱
に対応
デール術後腹帯は切込を入れることでドレナージ、栄養補給、オストミーによる
人工肛門・膀胱などのチューブを通すことができます。 チューブ箇所が1枚分の厚
さになるよう術後腹帯を患者の上に置きます。 穴を開ける箇所にXの印をつけ、

布地を折り曲げ楕円形に切込を入れます。（図参照）。 布地を引き伸ばすと、楕
円形の切込が丸くなりチューブを通すことができます。 穴の直径は切込の長さ
と同じです。 EasyGripストリップの使用方法については裏面を参照してください。

一人での装着方法

†EasyGripストリップの使用方法
1. EasyGripストリップを術後腹帯から外す

1. フック面を上向き、V点を下向きにし
て患者の下に術後腹帯を敷き、片方
の端を引き伸ばします。 適度に引き
伸ばすことで、必要な圧縮を加えます。

2. 患者の腹部の上に術後腹帯を引き伸
ばし、片方の手で押さえます。 術後腹
帯は真っ直ぐ巻くか、または腹部の上
または下にもう少し圧力をかける場合
は、斜めに巻くことができます。

3. もう片方の端を引き伸ばしながら、望
ましい角度をつけて巻きます。

4. 腹帯を引き伸ばした状態で、フック面
をしっかり押さえて留めます。

十分に術後腹帯を引き伸ばしてください。 しっかりとフィットしている場合、呼吸が
苦しくなることはありません。 伸ばしたり、圧迫することで、深呼吸が楽になります。

1. 術後腹帯の端上部をへそのすぐ下に合わ
せ、V点を下向きにします。 術後腹帯を横に
引き伸ばします。

2. 術後腹帯を引き伸ばしながら体に巻き
ます。

3. 押し付けて固定します。

ドレナージのバルブの場合、EasyGripストリップを
ドレナージのバルブタブに通す。 再度術後腹帯に
取り付ける。 バルブを固定しやすいようEasyGrip
ストリップを切ることもできます。

*(40から60℃／104から140°Fまで)

† ドレナージ装置を扱うときは、必ずベストプラクティスの基準に従うこと。

洗濯・お手入れ方法
洗濯機洗い*

または手洗い

漂白剤を使用しないでください

吊り干ししてください

洗濯機洗いまたは手洗い*の場合、中性洗剤を使用 洗濯前に、面ファスナーがし
っかり留められている事を確認し、糸くずが溜まらないようにします。 糸くずが繊
維の邪魔となり、適切に留めることができなくなります。 吊り下げて乾燥のこと

50C

50C

* 術後腹帯の幅が広すぎる場合、パネルを切り取る
こともできます。


